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研究成果の概要（和文）： サプライチェーン・マネジメントに関わる様々な実践活動（品質保証、情報共有
等）がサプライチェーンの柔軟性や持続可能性等に及ぼす影響について実証的に探究した。また，サービス分野
のサプライチェーンのリスクマネジメントや事業継続の研究を行った。さらに，数理的手法を用いてサプライチ
ェインネットワーク内で生じる競合状態を分析した。
 これらを踏まえて、一次産業である農業が，二次産業と三次産業を垂直統合するサプライチェーンである６次
産業化をモデルとしたビジネスゲームを開発し，リスクマネジメントや事業継続の可能性を分析することができ
た．

研究成果の概要（英文）：We explored empirically about the impact of practical activities such as 
quality　assurance and information sharing to supply chain flexibility and sustainability.
And we have studied the supply chain risk management and business continuity in the service field.We
 have also analyzed race condition occurring within the supply chain network using mathematical 
method. Based on these studies, we have developed a business game simulating the supply chain of the
 primary sector to vertically integrate secondary and tertiary industry.Then we were able to analyze
 a possibility of risk management and possibility of business continuity of the supply chain .

研究分野：ビジネスシミュレーション，経営情報システム
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１。研究開始当初の背景 
 
本研究組織を構成する５名は横浜国立大
学ビジネスシミュレーション研究拠点のメ
ンバーとして経営科学やコンピュータ・シミ
ュレーション分析を用いて重要な経営意思
決定問題の解決策を探る研究に従事してい
る。企業経営における科学的方法論と ITC技
術の有効活用に関する研究教育を推進すべ
く ERP（松井・佐藤）やオンライン・ビジネ
スゲーム（白井・田名部）の導入プロジェク
トを平成 13 年度から開始していたが、さら
に成島が専門とする最適化手法やプレーヤ
ー間の相互依存関係を分析するゲーム理論
の知見を活かしつつ、収益性だけでなく事業
継続性でも競うサプライチェーン間の競合
関係の中で、サプライチェーン内の協調関係
をいかに構築していくべきかを分析するエ
ージェントベースのシミュレーション、およ
びそれを体験できるビジネスゲームの開発
が必要となった。  
サプライチェーンは経営学で最もホット
な研究分野のひとつであり、そのリスクマネ
ジメントや事業継続の分析のために、ビジネ
スゲーム開発実施環境であった YBG システ
ムをシミュレーション・ツールに発展させる
ことが構想されるに至った。 

 
２。研究の目的 

 
製造物やサービスのサプライチェーンに
ついて、それらの提供を危うくするリスク要
因が増加し、その影響も重大なものとなって
きている。自然災害や人為的災害、戦争やテ
ロリズムなど現代社会が抱えるリスク要因
に対して、多数の組織から構成されるサプラ
イチェーンがどのような方法で情報を共有
し、リスクをコントロールして、事業の継続
を図るか、あるいは一時的な断絶から一早い
復帰を遂げるかが経営上の重要課題となっ
ている。この種の複雑な問題に対する規範的
な解決策を探るためには、数理的なモデルに
よる演繹的なアプローチだけでは限界があ
り、本研究課題では主としてシミュレーショ
ンによる実験的方法の可能性を追究する。さ
らに、ゲーミング・シミュレーションの手法
を用いて、事業継続計画の策定を強力に支援
することができる実践的なビジネスゲーム
を開発し、事業継続マネジメントの高度化に
貢献したい。 

 
３。研究の方法 
 
(1)文献レビュー及び面接調査 
ゲーミング・シミュレーションとサプライチ
ェーン・マネジメント、事業継続マネジメン
ト等に関する既存文献をレビューする。様々
なリスク要因に対するリスク・マネジメント
の先進的事例を検討するとともに、これらを
ビジネスゲームやマルチ・エージェント・モ

デルを利用したシミュレーション分析にど 
う取り込むかを構想する。 
 
(2)ビジネスゲーム実施・開発環境の拡充 
汎用性の高いビジネスゲームの開発・実施環
境として専用サーバ上に構築された YBG シ
ステムの有用性と利便性を高めるため、これ
まで実施された各種ビジネスゲームの実証
実験を通じて得られたユーザーからの意見
や要望も加味して、関数機能を含むビジネス
開発言語のアップグレード、データベース管
理システムとの連携、インターフェイスのマ
ルチメディア化、各モジュールの機能向上、
多言語環境への対応等を実装する。 
 
(3)サプライチェーンのビジネスゲームの構
築と試行 
実証分析に裏打ちされた製造物およびサ
ービス市場の特性と競争ルールを確認し、製
造物のサプライチェーン、サービス・サプラ
イチェーンに関するリスク・マネジメントと
事業継続マネジメント等を含んだビジネス
ゲームのプロトタイプを作成する。 
 
(4)エージェント・シミュレーション・モデ
ルの作成 
マルチ・エージェント・シミュレーション
手法を用いて、サプライチェーンのプロトタ
イプ・モデルを構築し、その挙動について詳
しく調べるとともに、YBG システムを用いた
ビジネスゲームの結果との相違点について
検討する。さらに、YBG システムのシミュレ
ーション機能強化を図る。 
 
(5)研究会の開催及び研究集会への参加 
本研究プロジェクトの推進のために研究 
会を開催し、ビジネスゲーム、サプライチェ
ーン・マネジメント、事業継続計画における
先進的事例、先端的研究について情報収集す
ると同時に、中間的な成果を国内・国際会議
において発表し、内容の更なる精査に努る。 
 
４。研究成果 
サプライチェーン・マネジメントに関わる
様々な実践活動（品質保証、リーン生産、時
限的資源管理、パートナー間の統合・調整、
情報共有、イノベーション促進等）がサプラ
イチェーンの柔軟性や革新性、持続可能性等
に及ぼす影響、さらには組織文化、組織状況、
環境不確実性等がこれらの関係性に及ぼす
効果について実証的に探究した。 
また、サービス分野のサプライチェーンの
リスク、サービスに関する事業継続に関して、
サービス・サプライチェーンの構造的柔軟性
を高める方向からの研究を行った。具体的に
は、サービス提供の設備と組織が柔軟性を持
つために、モジュール化、プラットフォーム
化が有効であることを明らかにした。現実社
会においてはクラウド化の進展として進め
られていることは、経営戦略としての競争優



位獲得のためのダイナミック・ケイパビリテ
ィが重要であることを結論として得た。 
さらに、数理的手法を用いてサプライチェー
ンネットワーク内で生じる競合状態を分析
した。した。特に、ネットワーク内に不確実
性を内包するような競合モデルを変分不等
式問題へと帰着し、その均衡解についての性
質を分析した。 
これらを踏まえて、情報共有やリスク軽減
に取り組むサプライチェーンや原料・素材供
給の立場からサプライチェーンを見直す試
みのひとつである６次産業化を対象とした
言語的定性的ゲーミングやシミュレーショ
ン分析の可能性について実証実験等を通じ
て検討した。この結果を国内、海外での学会
等で報告し、研究者間での情報交換・共有を
はかり、本研究の有効性を確認することがで
きた。 
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